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グループ2 後燃え現象の解明及びその低減方法の開発

クラスター大学(5) 光学計測による後燃えの現象解明と急速燃焼コンセプトの創出

u
‘(
m
/s
)

φ=1等値面

θ=10degCA

θ=25degCA

目的： ディーゼル燃焼の後燃え律速メカニズムを解明し、後燃え低減(燃焼高速化)のためには火炎中や筒内の
どこに何を(乱れ，化学種，熱など)投入すべきかを見出し，現実的なハードウェアで実行する方法を検討する．

グループ構成及び研究手法予想される後燃え律速要因

京都大学川那辺先生による予備解析結果例 明治大学における光学計測結果例

後燃え

概要： 紫外吸収高速度撮影による燃焼反応物(燃料～未燃中間生成物)の時系列可視化や、紫外自発光高速度
撮影による熱発生領域の時系列可視化により、後燃え律速メカニズムを解明し、現象理解に基づき後燃え低減急
速燃焼コンセプトを創出、実機検証する。

過濃混合気?

混合気の冷却?

混合律速?
反応律速(CO)?

混合気の剥離、滞留?

熱発生領域の時系列可視化

燃料挙動の時系列可視化

Ambient gas density   [kg/m3] 9.5

Ambient temperature Ta  [K] 990, 1070, 1190
Ambient pressure P a  [MPa] 2.3, 2.5, 2.7
O2 concentration % 15, 21

Nozzle 0.1 mm x1, 0.14 mm x1

Injection pressure P inj  [MPa] 80
Injection duration  t inj  [ms] 2.3

Fuel JIS#2

Surrounding conditions

Injection conditions

目的：反応生成物(CO,CO2
*,OH*)を時系列可視化

→後燃えの反応律速による影響を見る
手法：紫外自発光と輝炎の同時撮影

→反応生成物(CO,CO2
*,OH*)の存在を可視化、熱

発生の存在とその領域を時空間的把握が可能

実験条件及び実験装置外略図

紫外自発光と輝炎の同時撮影画像

ラグランジュ法による紫外自発光の挙動解析結果 紫外自発光と熱発生率の相関
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後燃え期間中の分光スペクトル
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